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研究授業指導支援案  

 学校名： 和歌山市立城東中学校   

授業の概要 

授業日時・学年・教科・単元名等 

授業日時：平成２５年１１月１６日４時間目 

学 年： １学年３組     教科： 理科  授業者 境原 周太郎 

単元名： 活きている地球 第２章大地がゆれる 

ＩＣＴ支援員によるサポート  ☑ 授業中  ☑ 事前 

単元・題材の目標 

日 本 に と っ て 身 近 で あ る 火 山 や 地 震 と い っ た 事 物・事 象 に つ い て 、「 地 球 」の

ダ イ ナ ミ ッ ク な 活 動 と 関 連 さ せ て 理 解 す る 。ま た 、岩 石・地 層・地 形 な ど の 情

報 か ら 、 環 境 や 地 質 年 代 の 推 定 を す る 思 考 力 を 養 う 。  

単元全体の流れ 

「 １ 章  大 地 が 火 を ふ く 」で は 、さ ま ざ ま な 火 山 活 動 や 火 成 岩 の 特 徴 に つ い

て 扱 う 。「 ２ 章  大 地 が ゆ れ る 」で は 、地 震 の ゆ れ の 特 徴 や 地 震 発 生 の メ カ ニ

ズ ム な ど を 学 習 す る 。「 ３ 章  大 地 は 語 る 」で は 、地 層 を 構 成 す る 岩 石 や 化 石

を 手 が か り に 、 地 層 が 堆 積 し た 時 代 や 当 時 の 環 境 の 推 測 な ど を 行 う 。  

こ の 単 元 で は で き る だ け 実 物 を 通 し て 学 ぶ こ と が 望 ま れ る 。し か し 、地 層 な

ど は 実 際 に 生 徒 を そ の 場 に 連 れ て 行 く こ と は で き な い 。そ こ で 、Ｉ Ｗ Ｂ や Ｔ Ｐ

Ｃ な ど を 活 用 し な が ら 生 徒 に 資 料 を 提 示 し て い き た い 。  

本時の中心となる授業形態 

 □一斉学習  □個別学習  ☑協働学習 

本時の目標（評価の観点） 

地 震 に つ い て 関 心 を も ち 、 積 極 的 に 調 べ よ う と す る 。 ［ 関 心 ・ 意 欲 ・ 態 度 ］  

 

情報通信技術の活用 

活用した場面 

 □ 導入   ☑ 展開   ☑ まとめ   □ その他（         ） 

活用した者 

 ☑ 教員     ☑ 生徒 

活用する目的 

 □ 課題の提示 ☑ 動機付け ☑ 興味・関心の創出 □目的や目当ての明確化  

 □ 教員の説明 ☑ 生徒による説明 

 □ 繰り返しによる定着  □ 典型例の提示  □ 創作活動 

 □ 失敗例の振り返り  □ 体験の想起  □ 体験の代行 □ 比較 

 □ 振り返り  ☑ 生徒同士の教え合い  □ その他（       ） 

活用したコンテンツ 

マ ー ナ ビ ゲ ー シ ョ ン  

コ ラ ボ ノ ー ト  

活用した機器 

 ☑ ＩＷＢ    ☑ タブレットＰＣ    □実物投影機 

 □ その他（                               ）  
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１．本時の展開（１/２時間） 

学習の流れと子どもの活動 指導・支援のポイント 使用した機器やコンテンツ 

① 地 震 に 関 す る ク イ ズ の 答 え を 考 え

る 。  

 

 

② 調 べ る テ ー マ を 選 ぶ 。  

４ 人 班 を 構 成 し 、以 下 の テ ー マ か ら 各

人 の 担 当 を 決 め る 。  

 

Ａ  地 震 の ゆ れ  

Ｂ  震 度  

Ｃ  地 震 の 分 布  

Ｄ  地 震 に よ る 災 害  

 

③ テ ー マ 別 に 集 ま り 、コ ラ ボ ノ ー ト に

ま と め る 。（ １ ～ ４ 班 、５ ～ ８ 班 で 分

け る 。 ）  

 

 

 

④ 各 自 、元 の 座 席 に 戻 る 。自 分 の 調 べ

た こ と に つ い て 班 内 で 発 表 し 合 う 。  

 

※ 本 時 の 指 導 で は ③ の 途 中 ま で 行 う

予 定 で あ る 。  

正 否 に は あ ま り こ だ

わ ら せ る こ と の な い

よ う に す る 。  

 

班 の 中 で 役 割 を 分 担

す る こ と で 、各 人 が 責

任 を も っ て 取 り 組 む

よ う に す る 。  

 

 

 

 

 

机 間 指 導 に よ り 各 グ

ル ー プ の 理 解 度 を 把

握 し 、用 語 の 理 解 が 不

十 分 の と こ ろ に つ い

て は フ ォ ロ ー を す る 。 

Ｉ Ｗ Ｂ ， Ｔ Ｐ Ｃ  

（ マ ー ナ ビ ゲ ー

シ ョ ン ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｔ Ｐ Ｃ（ コ ラ ボ ノ

ー ト ）  

 

 

 

 

Ｔ Ｐ Ｃ（ コ ラ ボ ノ

ー ト ）  

＜協働学習の実施状況＞ 

□ 生徒が相互に教え合う場面があった □ 数名が一緒に学び合う場面があった 

□ 数名が協力したり助け合ったりする場面があった □ 数名が話し合う場面があった 

□ 一人が発表したことについて学級全体で考える場面があった 

□ 同じ問題について、学級全体で話し合う場面があった 

□ ネットワークを使って遠隔地と結んで学ぶ場面があった 

 

２．情報通信技術の活用のねらいと効果 

（１）活用のねらい 

・ 本 時 の 展 開 ① で は 、 マ ー ナ ビ ケ ー シ ョ ン に よ り 全 員 参 加 を 保 障 す る 。  

・コ ラ ボ ノ ー ト の 使 用 に つ い て は 、本 時 の 展 開 ③ で は 各 グ ル ー プ の メ ン バ ー が

同 時 に 編 集 す る こ と が で き 、本 時 の 展 開 ④ の 発 表 の と き に は そ の 作 成 し た も の

を 全 員 が 同 時 に 閲 覧 す る こ と が で き る 。  

（２）活用により期待される効果 

・ 生 徒 の 関 心 意 欲 の 向 上  

・ 生 徒 の 参 加 状 況 、 進 捗 状 況 の 把 握 。  

３．実践上の課題 

・ Ｔ Ｐ Ｃ の 操 作 性  

 


